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E−5 発病早期に、発作cri肖長に伴うMl 信号の 変化

を認めた 2症例

E・6 てん かん 発作重積状態時に広範に大脳半球の

浮腫性変化を認めた局在関連性てんかんの
一

例
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発 病早期の けい れ ん 重積後、お よび単純部分発 作の 頻発

後、発 作が掘制され た早 期に MRI で 頭嗄葉に 信号異常を認

め、その 後、信号異常が消失した2症例を報告する。 （症例 1）

16才姓 右下肢がくすぐっ たい 感じの 体牲感覚発作で発病

し、その 約 1週間後には けい れ ん 重積をきたし入院 P田 1の

投与で けい れん発 階 ま抑制され た ， 重積後 2 日目の MRIT2

強調お よび FLAIRで左頭頂葉の皮質力・ら白質にか けて高信

号域を認めた。さらに感覚発 1乍も消失した時点で MRI 異常信

号は 残存してい たが、脳血流 SPEcr 、　FDGPEr 所見に明ら

か な異常を認め なか っ た。脳波で は左 中心部、頭頂部に鋭

波、徐波を認めた。その 後、異常信号は 消失したが、この 時

期の MRS で 同部位の NAA の 低下と変性した膜成分由来と

推定される脂質の 増加を認め た。（症｛列2）52才男性 右上肢

が 自分の もの ではない ような感 じの 後に強直する発作で 発病

後約2ヶ月後に来院。発作頻度は 日に 10回近く群発する状態

であっ たが、明らかな脳 波異常は認 めなかっ た。PHr 投与で

発作が消失 した後 9 日目の MRI 　T2 強調および FrNR で 左

頭頂葉の 白質を主体に 高信号域を認 め 、その 後、次 第に 異

常信 号は 消失した。（考察）2 症例とも炎症や外傷などの 明ら

か な原因疾患はなく、発病早期に MRIT2強調および FLAIR

で 異常高信号の 出現 を認 め た が、この 信 号異常 は 可逆性 で

あり、MRI に よる経時的検索が腫瘍性病変などとの 鑑別に重

要であっ た。
一
方、MRI 異常信号の 消失は発作の 抑帛iJよりも

遅れ、さらに信号異常が消失した時期で も MRS で は神 響章

害を示唆する所見が得られた。抗痙攣ffla）投与により容易に

発個 ま抑制されたが 今後の 瞑重な経過観察が肝要で ある。

複雑部分発作重積状態瞳 こ
一

過性に大月畄半球に 広範 に広が

る浮腫性変化を認め た 局在関連性 てん か んの
一
例を経験し

た。【症ew）10 ヶ 月女児 【家族歴】父 親に 糊 ナい れん。【既

往歴、発 達歴 】特 記することなし。【現病 歴】生 後 且0 ヶ月時に、

自動症を伴う意識 消失発作が 出現した。発作は 次第に頻発

し、発 症後 10日 目以降に は 連 日轍 なっ 為 発 作HSUPl

波で は左倶1甌 より始まる異常波を認め 為 頭部 cr で は、左 頭

頂葉に石灰化と思わ れるhigh（krtsiryareaを轟忍めた。頭 部MRI

で は 左 の 前頭葉、側頭 葉、後 頭葉に 彌慢性 の 脳 回 の 肥 厚の

所見と、頭頂葉に は 異常な血管像を認め た。発作間歇時の

SPECT で は左頭頂葉の 血流の 低下の 所見を認め た。発作問

歇 瀚 FD （｝PEr で は左大脳 半 球の 糖伏謝の 低下の 所見 を

認 め た
。 複雑部分発個 こ対し、カ ル バ マ ゼ ピンの 投与を行っ

たが 無効で あっ た。ゾニ サミドの 投与により発 作は 単純部分

発 作となり、クロ ナ ゼ パ ム を併用 した翌 日より発掴 ま消失し

た。以後 7 ヶ月間、発作の 再発は 見られ てい ない 。発作掫制

後 2 ヶ月の 時点で 行っ た頭部 MRI にて、左 大脳半球の 皮質

の 月陬 ）所見 は 消失してい た。発作抑 割後約3ヶ月で再検し

た SPE（T にて、左豆驤 り血流の 低下の 所見の 改善を認め

た。【考察】頭 部 MRI 検査で 見られ た脳回の 肥厚 の 所見 は、
一

過性で あり、発作の コ ン トロ
ー

ル 後に 消失して しまっ tc。重

積を繰り返 したことにより、大脳皮質に広範に浮腫性変化を来

た したもの と思われた。てんか ん の 焦点は 左頭頂 葉が疑わ

れ、その 原因として、血管腫やそこか らの 出血によると思われ

る石灰 化が考えられ た。【結語】て ん か ん の 画像診断 に おい

て、腫 瘍性病変 や皮 質形成異常の ほ か に
、
て ん か ん発作重

積状態による皮質の 浮腫性変化 も考慮することが 必要 と思わ

れ た．

一 153 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


